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C
⑴

4¡ (¡3) = 4 + 3 = 7

⑵
6(2x¡ 5y) = 6£ 2x¡ 6£ 5y

= 12x¡ 30y
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⑷
x2 ¡ 5x+ 4 = (x¡ 1)(x¡ 4)

⑸ 二次方程式の解の公式を用いると

x =
¡(¡7)§

C

(¡7)2 ¡ 4£ 3£ 1

2£ 3
=
7§
B

49¡ 12
6

=
7§
B

37
6

⑹ 40 = 23 £ 5なので，
B

40n が整数になるためには n は n = 2£ 5 = 10を因数に持たな
ければならない．
さらに，

B

40n
3

が整数となるためには
B

40n が 3の倍数でなければならない．このとき，40
は 3を素因数に含まないので，n は 3£ 3 = 9を因数に持たなければならない．
ここで 10と 9は互いに素であるから，求める n は

n = 10£ 9 = 90

⑺ yは xに比例するので y = ax ÝÝ①とおく．aを求めるために①に
x = 10; y = ¡2を代入すると

¡2 = a£ 10

a = ¡2
10
= ¡

1
5

よって y = ¡ 1
5
x．y = 2

3
のときの xを求めると

2
3
= ¡

1
5
x

x = ¡ 2
3
£ 5 = ¡

10
3

⑻ 右図のように l; mに並行で 110±; 130± の
角を通る直線 j; kをひき，角 a; b; c; d; e
をとる．このとき

a = 93± (錯角)
b = 131± ¡ a = 131± ¡ 93± = 38±

c = b = 38± (錯角)
d = 110± ¡ c = 110± ¡ 38± = 72±

e = 180± ¡ d = 180± ¡ 72± = 108±

x = e = 108± (錯角)

⑼ 直線 ABとねじれの位置にある直線は三角形 ABC上や四角形 ABED上にはない．
三角形 DEF上の辺で直線 ABとねじれの位置にあるのは直線 EFと直線 FD．
また，直線 CFも直線 ABとねじれの位置にある．
したがって答えはオ，キ，ク．

⑽ 最頻値は最も度数が大きい階級の階級値であるから，4秒以上 6秒未満の階級の階級値で
ある．この階級の階級値は 4 + 6

2
= 5 (秒)であるから，最頻値は 5 秒．

⑾ ① 点 Aを通り直線 `に垂直な直線を描く．
② BCの垂直二等分線を描く．
③ ①, ②の交点を中心として点 Aと接する円を描く．

　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
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　　　　　　　　　　③

"

C
⑴ 図 1より A班のテスト結果の第 1四分位数は 6 点である．

⑵ mは B班の最小値であるから 3点．
図 1より B班の中央値は 16点であり，図 2より n 以外のデータを小さいほうから並べた
とき

3; 12; 14; 15; 17; 17; 19

となり，B班は 8人であるから中央値 16は

15 + 17
2

= 16

から求められる．したがって，下位のデータが 3; 12; 14; 15，上位のデータが
17; 17; 19; n となる．

Responsibility for writing : Kazuma MATSUDA



令和 5年度学力検査　数学　詳解 4

図 1から第 3四分位数が 17であるから，上位のデータは最小値が 17であることに注意する
と小さいほうから 17; 17; 17; 19となる．よって n = 17．
以上よりm = 3; n = 17．

⑶ C班の中央値は 6点である．C班は 10二人であるから，第 3四分位数は大きさの順に並
べたとき 8番目のデータであり，図 1から第 3四分位数は 14点である．
6番目のデータを k (k : 整数)とすると，kは中央値と第 3四分位数の間に入るので

6 ≦ k ≦ 14 ÝÝ㋐

中央値は 5番目のデータと 6番目のデータの平均であり，5番目のデータは第 1四分位数と
中央値の間に入る．図 1より第 1四分位数は 4点であり，5番目の点数のとりうる最も小さ
い数は 4点となる．このとき，5番目，6番目のデータと中央値との関係から

4 + k
2

= 6 よって k = 8

5番目のデータが 4よりも大きければ kは 8よりも小さくなるから

k ≦ 8 ÝÝ㋑

㋐, ㋑より 6 ≦ k ≦ 8．よって 6番目のデータとしてありえる数は 6; 7; 8．

⑷ ① A班のテストの結果の範囲は 18¡ 2 = 16．
B班のテストの結果の範囲は 19¡ 3 = 16．
よって，ア．正しい．

②
i) 図 2から B班には 14点の人がいる．
ii) 図 1から C班の第 3四分位数は 14点であり，これは小さいほうから 8番目の人である
から，C班には 14点の人がいる．

iii) 図 1から A班の第 3四分位数は 14点であるが，A班は 8人なので第 3四分位数は 6番
目と 7番目の点数の平均であるから，A班に 14点の人がいるかどうかはわからない．
(14点の人がいないかもしれないし，6番目と 7番目が 14点かもしれない．)

よって，ウ．図 1，図 2からはわからない．

#

C
⑴ ① 参加した全体の人数の式であるから

x+ y = 120

② 100 mに参加した人数の式であるから

35
100
x+

20
100
y = 30

⑵ V x+ y = 120 ÝÝ㋐
35
100
x+ 25

100
y = 30 ÝÝ㋑

㋐より

y = 120¡ x ÝÝ㋒
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㋑より

35x+ 20y = 3000

7x+ 4y = 600 ÝÝ㋓

㋒を㋓へ代入して

7x+ 4(120¡ x) = 600

7x+ 480¡ 4x = 600

3x = 120

x = 40

㋒に代入して

y = 120¡ 40 = 80

よって，小学生 40人，中学生 80人．

$

C
⑴ のぞみさんがグーのカードを出す確率は 2

4
．

チョキのカードを出す確率は 1
4
．

パーのカードを出す確率は 1
4
．

i) けいたさんがグーのカードを出す確率は 1
4
．このとき，けいたさんが勝つのはのぞみさ

んがチョキのカードを出すときだから，確率は

1
4
£
1
4
=
1
16

ii) けいたさんがチョキのカードを出す確率は 1
4
．このとき，けいたさんが勝つのはのぞみ

さんがパーのカードを出すときだから，確率は

2
4
£
1
4
=
1
8

iii) けいたさんがパーのカードを出す確率は 1
4
．このとき，けいたさんが勝つのはのぞみさ

んがグーのカードを出すときだから，確率は

2
4
£
1
2
=
1
8

i), ii), iii) より求める確率は

1
16
+
1
8
+
1
8
=
5
16

⑵ のぞみさんとけいたさんが出すカードと確率を表にすると次のようになる：

グー チョキ パー

のぞみ 2
4

1
4

1
4

けいた 1
1 + 3 + a

3
1 + 3 + a

a
1 + 3 + a

求める条件は

(けいたがグーで勝つ) + (けいたがチョキで勝つ) + (けいたがパーで勝つ)
= (のぞみがグーで勝つ) + (のぞみがチョキで勝つ) + (のぞみがパーで勝つ)
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よって
1

1 + 3 + a £
1
4
+

3
1 + 3 + a £

1
4
+

a
1 + 3 + a £

2
4

=
3

1 + 3 + a £
2
4
+

a
1 + 3 + a £

1
4
+

1
1 + 3 + a £

1
4

1 + 3 + 2a
4(1 + 3 + a)

=
6 + a+ 1
4(1 + 3 + a)

1 + 3 + 2a = 6+ a+ 1

4 + 2a = 7+ a

a = 3

% C
⑴ 点 Bは y = 1

4
x2 のグラフ上の点で x座標が 2であるから

y = 1
4
£ 22 = 1

よって B(2; 1)．

⑵ 点 Aの y座標は

y = 1
4
£ (¡6)2 =

1
4
£ 36 = 9

より A(¡6; 9)．
関数 y = ax+ bは Aを通るから

9 = ¡6a+ b ÝÝ①

また y = ax+ bは B(2; 1)を通るから

1 = 2a+ b ÝÝ②

①¡②より

Responsibility for writing : Kazuma MATSUDA



令和 5年度学力検査　数学　詳解 7

8 = ¡8a

a = ¡1

②より

1 = 2£ (¡1) + b

1 = ¡2 + b

b = 2+ 1 = 3

よって a = ¡1; b = 3．

⑶ Cの y座標は

y = 1
4
£ 42 =

1
4
£ 16 = 4

よって C(4; 4)，ゆえに D(0; 4)．
直線㋑の切片を Fとすると F(0; 3)．よって DFの長さは 1．求める面積は DFを底辺と見
れば

1
2
£ 1£ 6 +

1
2
£ 1£ 2 = 3 + 1

= 4 cm2

⑷ C(4; 4)を通り傾きが 1の直線の方程式は y = x ÝÝ㋒．㋑と㋒の交点は連立方程式T y = ¡x+ 3y = x より W x = 32
y = 3

2

よって G # 3
2
; 3
2
;とする．

CGの長さは直角二等辺三角形の辺の比から#4¡ 3
2
;£ B2 = 5B2

2

4CEGは CE = 4; CG = 5
B

2
2
; ÎCGE = 90± の直角三角形であるから，三平方の定理

より

EG2 = CE2 ¡ CG2 = 42 ¡ % 5B2
2

=2 = 16¡ 50
4

=
14
4

EG =

B

14
2

(> 0)

Eの x座標は 45± の直角二等辺三角形の辺
の比を利用して

a
3
2
+
1
B

2
£ EG =

3
2
+
1
B

2
£

B

14
2

=
3
2
+

B

7
2

3
2
¡
1
B

2
£ EG =

3
2
¡
1
B

2
£

B

14
2

=
3
2
¡

B

7
2

よって x = 3+
B

7
2

;
3¡
B

7
2

．
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&

C
⑴ [証明] 4ABDと4DAFにおいて，仮定より

ÎABE = ÎCBE すなわち ÎABD = ÎCBE ÝÝ①

また，弧 CEに対する円周角より

ÎCBE = ÎCAE すなわち Î CBE = ÎDAF ÝÝ②

①, ②より

ÎABD = ÎDAF ÝÝ③

また，AB Í FGより

ÎBAD = ÎFDA (錯角) すなわち Î BAD = ÎADF ÝÝ④

③, ④より二組の角がそれぞれ等しいから4ABDÍ4DAF． (証明終)

⑵ ① AB : DA = AD : DF．AB = x cmとすると

x : 6 = 6 : 3

3x = 36

x = 12

よって AB = 12 cm．

② ÎABD = ÎCBDより BA : BC = AD : CD．CD = y cmとすると

12 : 10 = 6 : y

12y = 60

y = 5

よって CD = 5 cm．
4CDGÍ4CABであり，相似比は CD : CA = 5 : (5 + 6) = 5 : 11であるから

DG = AB£
5
11
= 12£

5
11

=
60
11
cm
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'

C
⑴ 円すい Pの高さを hとすると，三平方の定理より

h2 = 122 ¡ 42 = 144¡ 16

= 128

h =
B

128 = 8
B

2 (> 0)

よって Pの体積は

1
3
£ ¼£ 42 £ h = 1

3
£ ¼£ 16£ 8

B

2

=
128
B

2
3

cm3

⑵ 展開図の側面のおうぎ形の中心角は

360± £
8¼

12£ 2¼ = 360
± £
1
3

= 120±

BAを延長し，BAの延長線上に BD ?MDとなる点 Dをとると，
ÎMAD = 60± (= 180±¡ 120±)，またMA = 1

2
£AB =

12
2
= 6であるから，直角三角

形の辺の比より AD = 3; MD = 3
B

3．このとき BD = 12 + 3 = 15．よって

BM =

D

152 + (3
B

3)2 =
B

225 + 27 =
B

252

= 6
B

7 cm
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